










Ⅰ〕胎児発育遅延の疫学的研究

研究目的

　前年度は国立大蔵病院で出産した産婦を対象に S.F.D.児出産母体の妊娠中

の状況について調査し,その疫学因子の幾つかが推定されたのであるが,因子に

よっては更に例数を増加しての調査の必要性が認められたので,これら因子の

解明のため,今回は国立大蔵病院以外の国立病院を主とした公的病院の協力の

下に前回と同様のアンケート調査を行い胎児発育遅延の母体側要因の追求を行

った。


